
将来展望国営事業地区の

し
た
「
新
農
村
建
設
事
業
団
」
に
よ
り
農
業
農
村
建
設
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
か
ら
中
央
干
拓
地
内
工
事
を
事
業
団
に

部
分
委
託
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
中
央
干
拓
地
内
を
除
く

国
営
事
業
が
完
了
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
工
事
は
建
設

事
業
団
に
全
面
委
託
し
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
広
大
な

農
耕
地
の
造
成
、
新
し
い
モ
デ
ル
農
村
の
建
設
が
完
了
し

た
。

2

　当
地
区
の
農
業
の
概
況

　
大
潟
村
の
農
業
産
出
額
（
平
成
三
十
年
推
計
値
）
は

一
三
〇
億
円
で
あ
り
、
う
ち
米
が
約
九
四
％
程
度
占
め
畑

作
で
は
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を
は
じ
め

と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
・
メ
ロ
ン
・
ニ
ン
ニ
ク
・
タ
マ
ネ
ギ
等

の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
や
花
き
等
の
施
設
園
芸
を
組
み

合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
潟
村
で
は
、
農
業
経
営
体
数
五
〇
〇
、
総
農
家
数

四
九
一
戸
、
農
業
者
一
、五
七
一
名
が
営
農
を
行
っ
て
お

り
、
稲
作
の
高
い
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
、
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
に
よ
る
区
画
拡
大
、
及
び
G
N
S
S
田
植

機
用
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
さ
ら
に
畑
作
部
門
の

強
化
の
た
め
水
田
の
畑
地
化
や
汎
用
化
に
必
要
な
暗
渠
排

水
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
や
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
農
法
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑴
環
境
保
全
型
農
業
の
取
組
み

　
干
拓
に
よ
り
誕
生
し
た
肥
沃
な
土
壌
条
件
等
を
活
か
し
、

八郎潟干拓事業の概要（八郎潟干拓事務所）
湖水面積 干拓前22,024ha→干拓後4,785ha

干拓地面積 17,203ha（中央干拓地15,640ha、周辺干拓地1,563ha）

農地面積 11,909ha（中央干拓地10,862ha、周辺干拓地1,047ha）

干拓堤防工 98.22km（中央干拓 L=50.15km、周辺干拓  L=48.07km）

南部排水機場

排水量40㎥/sec、西部承水路用用排兼用水量10㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,200kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）
　用排兼用ポンプφ2,500mm×10㎥/sec× 1 台（電動機325kw× 1 ）

北部排水機場
排水量40㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,220kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）

浜口機場
用排水量358㎥/min、西部承水路の水位調整（昭和38年度完成）
　用排兼用ポンプφ1,000mm×143㎥/min× 1 台（電動機75kw× 1 ）
　用排兼用ポンプφ1,200mm×215㎥/min× 1 台（電動機110kw× 1 ）

排水路 22.84km（中央幹線 L=15.96km、 1 級幹線 L=6.88km）

用水取入口 19箇所、取水量（最大）39.757㎥/sec

用水路 路線延長93.65km（砂地盤 L=25.85km、軟弱地盤 L=67.80km）

道　路 路線延長176.0km（幹線道路 8路線 L=69.0km、支線道路107.5km）

防潮水門
最大洪水量Q=1,122㎥/sec、延長390m（昭和35年度完成）
可動部 L=219m ローラーゲート20m× 9門、14m× 1門、魚道ゲート 2門、
閘門ゲート 2門、固定部 L=171m

船越水道 L=1,900m（内導流堤部400m：昭和43年度完成）B=390 ～ 290m

総事業費 697億円

事業工期 昭和32 ～ 51年度（19年間）

八郎潟新農村建設事業（新農村建設事業団）の概要

農地整備工事

小排水路工（荒堀232.0km、補修堀598.1km、護岸51.8km）

圃場造成準備工（圃場排水工9,696.7ha、準備工4,340.4ha）

圃場造成工（11,170.7ha）

集落用地等
整備工事

宅地造成及び住区内道路工（宅地686.3ha、道路27.9km）

防災林整備工（493.7ha）

収益的施設
建設事業

公用公共用住宅工（85戸）、上水道施設工（ 1式）、下水道施設工（ 1式）、
送電配電施設工（ 1式）

非収益的施設
建設事業

学校等建造工（幼稚園652㎡、小学校3,807㎡、中学校3,153㎡、役場1,586㎡）

官公署建造工（公民館1,468㎡、診療所677㎡）

環境整備工（塵埃処理場　 1カ所）

街路築造工（築造27.9km、舗装22.9km）

農業用施設等
建設事業

農家住宅工（580戸）

乾燥調製貯蔵施設工（カントリーエレベーター 6基、ドライストア 2基、貯蔵庫 2棟）

機械格納庫等（第 1～ 4次入植者用82組、第 5次入植者用22組、苗配水施設 1式）

総事業費 155億円

事業工期 昭和40 ～ 51年度（11年間）

たまねぎ、かぼちゃ等の高収益作物

　

61%34%

1%4%
水稲
（主食用）
水稲
（加工用米等）
大豆

その他

地区内作付割合（大潟村）

水稲の作付が約 9割を占めるが、加工用米等も多く、
転作率は 4割に達している。

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　令
和
三
年
七
月
一
日
に
、
秋
田
県
大
潟
村
の
総
合
中
心

街
区
の
南
東
部
に
位
置
す
る
「
旧
秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
」
内
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
た
。

　八
郎
潟
地
区
の
農
業
用
用
排
水
路
等
の
施
設
は
、
昭
和

三
十
二
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
に
か
け
て
国
営
八
郎
潟
干

拓
事
業
等
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
、
水
稲
を
中
心
に
水
田
の

畑
利
用
に
よ
る
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を

は
じ
め
、
カ
ボ
チ
ャ
等
の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
等
の
施

設
園
芸
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、
農
業
用
用
排
水
路
等
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
行
、
ま
た
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化

に
よ
り
湛
水
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
も
発
生
、
水
源
の

八
郎
湖
は
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
、
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
、
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
八
郎
湖
の
水
質
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
八
郎
潟
地
区
」
が
着

工
さ
れ
た
。

　今
回
、
当
地
区
の
事
業
内
容
を
取
材
し
た
。
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国
営
干
拓
事
業
等
に
よ
る
施
設
の
整
備

状
況

　
八
郎
潟
は
、東
西
一
二
㎞ 、南
北
二
七
㎞ 、琵
琶
湖
に
次

ぐ
日
本
第
二
の
湖
で
面
積
二
二
〇
㎢
、
水
深
平
均

三
・
〇
m
最
大
四
・
七
m
、
流
域
六
七
〇
㎢
で
、
僅
か
に
船

越
水
道
で
日
本
海
に
連
な
る
「
半
か
ん
湖
」
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
秋
田
市
に
農
林
省
八
郎
潟
干
拓
調
査
事

務
所
が
設
置
さ
れ
、「
食
糧
増
産
五
ヶ
年
計
画
」
の
一
環

と
し
て
八
郎
潟
干
拓
計
画
の
実
現
に
向
け
て
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
教
授
と
フ
ォ
ル

カ
ー
技
師
の
来
日
を
契
機
と
し
て
、
同
年
世
界
銀
行
調
査

団
、
昭
和
三
十
年
F
A
O
調
査
団
が
調
査
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、
昭
和
三
十
一
年
農
林
省
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
援
助

を
得
て
「
八
郎
潟
干
拓
事
業
計
画
」
を
完
成
し
、
昭
和

三
十
二
年
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
着
工
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
三
十
三
年
、
西
部
干
拓
堤
防
工
事
を
最

初
に
正
面
堤
防
軟
弱
地
盤
部
で
の
試
験
堤
防
工
事
に
着
手

し
、
徒
歩
の
人
間
も
踏
み
込
め
な
い
軟
弱
地
盤
上
の
築
堤
、

施
工
機
械
の
開
発
、

大
規
模
構
造
物
の

建
設
等
大
き
な
課

題
を
処
理
し
な
が

ら
工
事
を
実
施
し
、

昭
和
三
十
五
年
西

部
干
拓
地
が
竣
工
、

昭
和
三
十
六
年
防

潮
水
門
工
事
、
昭

和
三
十
八
年
中
央
干
拓
、
南
部
、
北
部
の
排
水
機
場
の
竣

工
と
共
に
正
面
堤
防
の
締
切
が
完
了
、
中
央
干
拓
地
の
干

陸
の
た
め
の
排
水
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
「
八

郎
潟
干
陸
・
新
村
設
置
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
初
の
事
業
目
的
は
、
第
一
に
食
糧
増
産
、
第
二
に
遊

休
労
力
の
吸
収
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
農
業
情
勢
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
干
拓
で
湖
底
か
ら
出
現
し
た
新
生
の
大

地
に
、『
生
産
性
及
び
所
得
水
準
の
高
い
近
代
的
な
農
業

経
営
を
創
設
し
て
我
が
国
農
業
の
模
範
と
な
る
新
農
村
を

建
設
す
る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
「
八
郎

潟
新
農
村
建
設
事
業
基
本
計
画
」
等
を
策
定
、
同
年
発
足

八
郎
潟
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組

　東
北
支
店

今
井
浩
一

事業位置図

八郎潟地区

将来展望国営事業地区の

し
た
「
新
農
村
建
設
事
業
団
」
に
よ
り
農
業
農
村
建
設
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
か
ら
中
央
干
拓
地
内
工
事
を
事
業
団
に

部
分
委
託
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
中
央
干
拓
地
内
を
除
く

国
営
事
業
が
完
了
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
工
事
は
建
設

事
業
団
に
全
面
委
託
し
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
広
大
な

農
耕
地
の
造
成
、
新
し
い
モ
デ
ル
農
村
の
建
設
が
完
了
し

た
。
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土
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等
を
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し
、

八郎潟干拓事業の概要（八郎潟干拓事務所）
湖水面積 干拓前22,024ha→干拓後4,785ha

干拓地面積 17,203ha（中央干拓地15,640ha、周辺干拓地1,563ha）

農地面積 11,909ha（中央干拓地10,862ha、周辺干拓地1,047ha）

干拓堤防工 98.22km（中央干拓 L=50.15km、周辺干拓  L=48.07km）

南部排水機場

排水量40㎥/sec、西部承水路用用排兼用水量10㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,200kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）
　用排兼用ポンプφ2,500mm×10㎥/sec× 1 台（電動機325kw× 1 ）

北部排水機場
排水量40㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,220kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）

浜口機場
用排水量358㎥/min、西部承水路の水位調整（昭和38年度完成）
　用排兼用ポンプφ1,000mm×143㎥/min× 1 台（電動機75kw× 1 ）
　用排兼用ポンプφ1,200mm×215㎥/min× 1 台（電動機110kw× 1 ）

排水路 22.84km（中央幹線 L=15.96km、 1 級幹線 L=6.88km）

用水取入口 19箇所、取水量（最大）39.757㎥/sec

用水路 路線延長93.65km（砂地盤 L=25.85km、軟弱地盤 L=67.80km）

道　路 路線延長176.0km（幹線道路 8路線 L=69.0km、支線道路107.5km）

防潮水門
最大洪水量Q=1,122㎥/sec、延長390m（昭和35年度完成）
可動部 L=219m ローラーゲート20m× 9門、14m× 1門、魚道ゲート 2門、
閘門ゲート 2門、固定部 L=171m

船越水道 L=1,900m（内導流堤部400m：昭和43年度完成）B=390 ～ 290m

総事業費 697億円

事業工期 昭和32 ～ 51年度（19年間）

八郎潟新農村建設事業（新農村建設事業団）の概要

農地整備工事

小排水路工（荒堀232.0km、補修堀598.1km、護岸51.8km）

圃場造成準備工（圃場排水工9,696.7ha、準備工4,340.4ha）

圃場造成工（11,170.7ha）

集落用地等
整備工事

宅地造成及び住区内道路工（宅地686.3ha、道路27.9km）

防災林整備工（493.7ha）

収益的施設
建設事業

公用公共用住宅工（85戸）、上水道施設工（ 1式）、下水道施設工（ 1式）、
送電配電施設工（ 1式）

非収益的施設
建設事業

学校等建造工（幼稚園652㎡、小学校3,807㎡、中学校3,153㎡、役場1,586㎡）

官公署建造工（公民館1,468㎡、診療所677㎡）

環境整備工（塵埃処理場　 1カ所）

街路築造工（築造27.9km、舗装22.9km）

農業用施設等
建設事業

農家住宅工（580戸）

乾燥調製貯蔵施設工（カントリーエレベーター 6基、ドライストア 2基、貯蔵庫 2棟）

機械格納庫等（第 1～ 4次入植者用82組、第 5次入植者用22組、苗配水施設 1式）

総事業費 155億円

事業工期 昭和40 ～ 51年度（11年間）

たまねぎ、かぼちゃ等の高収益作物

　

61%34%

1%4%
水稲
（主食用）
水稲
（加工用米等）
大豆

その他

地区内作付割合（大潟村）

水稲の作付が約 9割を占めるが、加工用米等も多く、
転作率は 4割に達している。

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　令
和
三
年
七
月
一
日
に
、
秋
田
県
大
潟
村
の
総
合
中
心

街
区
の
南
東
部
に
位
置
す
る
「
旧
秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
」
内
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
た
。

　八
郎
潟
地
区
の
農
業
用
用
排
水
路
等
の
施
設
は
、
昭
和

三
十
二
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
に
か
け
て
国
営
八
郎
潟
干

拓
事
業
等
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
、
水
稲
を
中
心
に
水
田
の

畑
利
用
に
よ
る
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を

は
じ
め
、
カ
ボ
チ
ャ
等
の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
等
の
施

設
園
芸
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、
農
業
用
用
排
水
路
等
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
行
、
ま
た
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化

に
よ
り
湛
水
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
も
発
生
、
水
源
の

八
郎
湖
は
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
、
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
、
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
八
郎
湖
の
水
質
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
八
郎
潟
地
区
」
が
着

工
さ
れ
た
。

　今
回
、
当
地
区
の
事
業
内
容
を
取
材
し
た
。

1

　

 

国
営
干
拓
事
業
等
に
よ
る
施
設
の
整
備

状
況

　
八
郎
潟
は
、東
西
一
二
㎞ 、南
北
二
七
㎞ 、琵
琶
湖
に
次

ぐ
日
本
第
二
の
湖
で
面
積
二
二
〇
㎢
、
水
深
平
均

三
・
〇
m
最
大
四
・
七
m
、
流
域
六
七
〇
㎢
で
、
僅
か
に
船

越
水
道
で
日
本
海
に
連
な
る
「
半
か
ん
湖
」
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
秋
田
市
に
農
林
省
八
郎
潟
干
拓
調
査
事

務
所
が
設
置
さ
れ
、「
食
糧
増
産
五
ヶ
年
計
画
」
の
一
環

と
し
て
八
郎
潟
干
拓
計
画
の
実
現
に
向
け
て
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
教
授
と
フ
ォ
ル

カ
ー
技
師
の
来
日
を
契
機
と
し
て
、
同
年
世
界
銀
行
調
査

団
、
昭
和
三
十
年
F
A
O
調
査
団
が
調
査
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、
昭
和
三
十
一
年
農
林
省
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
援
助

を
得
て
「
八
郎
潟
干
拓
事
業
計
画
」
を
完
成
し
、
昭
和

三
十
二
年
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
着
工
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
三
十
三
年
、
西
部
干
拓
堤
防
工
事
を
最

初
に
正
面
堤
防
軟
弱
地
盤
部
で
の
試
験
堤
防
工
事
に
着
手

し
、
徒
歩
の
人
間
も
踏
み
込
め
な
い
軟
弱
地
盤
上
の
築
堤
、

施
工
機
械
の
開
発
、

大
規
模
構
造
物
の

建
設
等
大
き
な
課

題
を
処
理
し
な
が

ら
工
事
を
実
施
し
、

昭
和
三
十
五
年
西

部
干
拓
地
が
竣
工
、

昭
和
三
十
六
年
防

潮
水
門
工
事
、
昭

和
三
十
八
年
中
央
干
拓
、
南
部
、
北
部
の
排
水
機
場
の
竣

工
と
共
に
正
面
堤
防
の
締
切
が
完
了
、
中
央
干
拓
地
の
干

陸
の
た
め
の
排
水
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
「
八

郎
潟
干
陸
・
新
村
設
置
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
初
の
事
業
目
的
は
、
第
一
に
食
糧
増
産
、
第
二
に
遊

休
労
力
の
吸
収
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
農
業
情
勢
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
干
拓
で
湖
底
か
ら
出
現
し
た
新
生
の
大

地
に
、『
生
産
性
及
び
所
得
水
準
の
高
い
近
代
的
な
農
業

経
営
を
創
設
し
て
我
が
国
農
業
の
模
範
と
な
る
新
農
村
を

建
設
す
る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
「
八
郎

潟
新
農
村
建
設
事
業
基
本
計
画
」
等
を
策
定
、
同
年
発
足

八
郎
潟
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組

　東
北
支
店

今
井
浩
一

事業位置図
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将来展望国営事業地区の

し
た
「
新
農
村
建
設
事
業
団
」
に
よ
り
農
業
農
村
建
設
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
か
ら
中
央
干
拓
地
内
工
事
を
事
業
団
に

部
分
委
託
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
中
央
干
拓
地
内
を
除
く

国
営
事
業
が
完
了
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
工
事
は
建
設

事
業
団
に
全
面
委
託
し
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
広
大
な

農
耕
地
の
造
成
、
新
し
い
モ
デ
ル
農
村
の
建
設
が
完
了
し

た
。

2

　当
地
区
の
農
業
の
概
況

　
大
潟
村
の
農
業
産
出
額
（
平
成
三
十
年
推
計
値
）
は

一
三
〇
億
円
で
あ
り
、
う
ち
米
が
約
九
四
％
程
度
占
め
畑

作
で
は
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を
は
じ
め

と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
・
メ
ロ
ン
・
ニ
ン
ニ
ク
・
タ
マ
ネ
ギ
等

の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
や
花
き
等
の
施
設
園
芸
を
組
み

合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
潟
村
で
は
、
農
業
経
営
体
数
五
〇
〇
、
総
農
家
数

四
九
一
戸
、
農
業
者
一
、五
七
一
名
が
営
農
を
行
っ
て
お

り
、
稲
作
の
高
い
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
、
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
に
よ
る
区
画
拡
大
、
及
び
G
N
S
S
田
植

機
用
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
さ
ら
に
畑
作
部
門
の

強
化
の
た
め
水
田
の
畑
地
化
や
汎
用
化
に
必
要
な
暗
渠
排

水
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
や
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
農
法
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑴
環
境
保
全
型
農
業
の
取
組
み

　
干
拓
に
よ
り
誕
生
し
た
肥
沃
な
土
壌
条
件
等
を
活
か
し
、

八郎潟干拓事業の概要（八郎潟干拓事務所）
湖水面積 干拓前22,024ha→干拓後4,785ha

干拓地面積 17,203ha（中央干拓地15,640ha、周辺干拓地1,563ha）

農地面積 11,909ha（中央干拓地10,862ha、周辺干拓地1,047ha）

干拓堤防工 98.22km（中央干拓 L=50.15km、周辺干拓  L=48.07km）

南部排水機場

排水量40㎥/sec、西部承水路用用排兼用水量10㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,200kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）
　用排兼用ポンプφ2,500mm×10㎥/sec× 1 台（電動機325kw× 1 ）

北部排水機場
排水量40㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,220kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）

浜口機場
用排水量358㎥/min、西部承水路の水位調整（昭和38年度完成）
　用排兼用ポンプφ1,000mm×143㎥/min× 1 台（電動機75kw× 1 ）
　用排兼用ポンプφ1,200mm×215㎥/min× 1 台（電動機110kw× 1 ）

排水路 22.84km（中央幹線 L=15.96km、 1 級幹線 L=6.88km）

用水取入口 19箇所、取水量（最大）39.757㎥/sec

用水路 路線延長93.65km（砂地盤 L=25.85km、軟弱地盤 L=67.80km）

道　路 路線延長176.0km（幹線道路 8路線 L=69.0km、支線道路107.5km）

防潮水門
最大洪水量Q=1,122㎥/sec、延長390m（昭和35年度完成）
可動部 L=219m ローラーゲート20m× 9門、14m× 1門、魚道ゲート 2門、
閘門ゲート 2門、固定部 L=171m

船越水道 L=1,900m（内導流堤部400m：昭和43年度完成）B=390 ～ 290m

総事業費 697億円

事業工期 昭和32 ～ 51年度（19年間）

八郎潟新農村建設事業（新農村建設事業団）の概要

農地整備工事
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宅地造成及び住区内道路工（宅地686.3ha、道路27.9km）

防災林整備工（493.7ha）
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学校等建造工（幼稚園652㎡、小学校3,807㎡、中学校3,153㎡、役場1,586㎡）

官公署建造工（公民館1,468㎡、診療所677㎡）

環境整備工（塵埃処理場　 1カ所）

街路築造工（築造27.9km、舗装22.9km）

農業用施設等
建設事業

農家住宅工（580戸）

乾燥調製貯蔵施設工（カントリーエレベーター 6基、ドライストア 2基、貯蔵庫 2棟）

機械格納庫等（第 1～ 4次入植者用82組、第 5次入植者用22組、苗配水施設 1式）

総事業費 155億円

事業工期 昭和40 ～ 51年度（11年間）
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部
干
拓
地
が
竣
工
、

昭
和
三
十
六
年
防

潮
水
門
工
事
、
昭

和
三
十
八
年
中
央
干
拓
、
南
部
、
北
部
の
排
水
機
場
の
竣

工
と
共
に
正
面
堤
防
の
締
切
が
完
了
、
中
央
干
拓
地
の
干

陸
の
た
め
の
排
水
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
「
八

郎
潟
干
陸
・
新
村
設
置
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
初
の
事
業
目
的
は
、
第
一
に
食
糧
増
産
、
第
二
に
遊

休
労
力
の
吸
収
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
農
業
情
勢
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
干
拓
で
湖
底
か
ら
出
現
し
た
新
生
の
大

地
に
、『
生
産
性
及
び
所
得
水
準
の
高
い
近
代
的
な
農
業

経
営
を
創
設
し
て
我
が
国
農
業
の
模
範
と
な
る
新
農
村
を

建
設
す
る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
「
八
郎

潟
新
農
村
建
設
事
業
基
本
計
画
」
等
を
策
定
、
同
年
発
足

八
郎
潟
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組

　東
北
支
店

今
井
浩
一

事業位置図

八郎潟地区

将来展望国営事業地区の

し
た
「
新
農
村
建
設
事
業
団
」
に
よ
り
農
業
農
村
建
設
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
か
ら
中
央
干
拓
地
内
工
事
を
事
業
団
に

部
分
委
託
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
中
央
干
拓
地
内
を
除
く

国
営
事
業
が
完
了
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
工
事
は
建
設

事
業
団
に
全
面
委
託
し
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
広
大
な

農
耕
地
の
造
成
、
新
し
い
モ
デ
ル
農
村
の
建
設
が
完
了
し

た
。
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　当
地
区
の
農
業
の
概
況

　
大
潟
村
の
農
業
産
出
額
（
平
成
三
十
年
推
計
値
）
は

一
三
〇
億
円
で
あ
り
、
う
ち
米
が
約
九
四
％
程
度
占
め
畑

作
で
は
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を
は
じ
め

と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
・
メ
ロ
ン
・
ニ
ン
ニ
ク
・
タ
マ
ネ
ギ
等

の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
や
花
き
等
の
施
設
園
芸
を
組
み

合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
潟
村
で
は
、
農
業
経
営
体
数
五
〇
〇
、
総
農
家
数

四
九
一
戸
、
農
業
者
一
、五
七
一
名
が
営
農
を
行
っ
て
お

り
、
稲
作
の
高
い
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
、
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
に
よ
る
区
画
拡
大
、
及
び
G
N
S
S
田
植

機
用
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
さ
ら
に
畑
作
部
門
の

強
化
の
た
め
水
田
の
畑
地
化
や
汎
用
化
に
必
要
な
暗
渠
排

水
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
や
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
農
法
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑴
環
境
保
全
型
農
業
の
取
組
み

　
干
拓
に
よ
り
誕
生
し
た
肥
沃
な
土
壌
条
件
等
を
活
か
し
、

八郎潟干拓事業の概要（八郎潟干拓事務所）
湖水面積 干拓前22,024ha→干拓後4,785ha

干拓地面積 17,203ha（中央干拓地15,640ha、周辺干拓地1,563ha）

農地面積 11,909ha（中央干拓地10,862ha、周辺干拓地1,047ha）

干拓堤防工 98.22km（中央干拓 L=50.15km、周辺干拓  L=48.07km）

南部排水機場

排水量40㎥/sec、西部承水路用用排兼用水量10㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,200kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）
　用排兼用ポンプφ2,500mm×10㎥/sec× 1 台（電動機325kw× 1 ）

北部排水機場
排水量40㎥/sec（昭和38年度完成）
　排水用ポンプφ2,200mm×12㎥/sec× 2 台（電動機1,220kw× 2 ）
　排水用ポンプφ1,800mm× 8㎥/sec× 2 台（電動機820kw× 2 ）

浜口機場
用排水量358㎥/min、西部承水路の水位調整（昭和38年度完成）
　用排兼用ポンプφ1,000mm×143㎥/min× 1 台（電動機75kw× 1 ）
　用排兼用ポンプφ1,200mm×215㎥/min× 1 台（電動機110kw× 1 ）

排水路 22.84km（中央幹線 L=15.96km、 1 級幹線 L=6.88km）

用水取入口 19箇所、取水量（最大）39.757㎥/sec

用水路 路線延長93.65km（砂地盤 L=25.85km、軟弱地盤 L=67.80km）

道　路 路線延長176.0km（幹線道路 8路線 L=69.0km、支線道路107.5km）

防潮水門
最大洪水量Q=1,122㎥/sec、延長390m（昭和35年度完成）
可動部 L=219m ローラーゲート20m× 9門、14m× 1門、魚道ゲート 2門、
閘門ゲート 2門、固定部 L=171m

船越水道 L=1,900m（内導流堤部400m：昭和43年度完成）B=390 ～ 290m

総事業費 697億円

事業工期 昭和32 ～ 51年度（19年間）

八郎潟新農村建設事業（新農村建設事業団）の概要

農地整備工事

小排水路工（荒堀232.0km、補修堀598.1km、護岸51.8km）

圃場造成準備工（圃場排水工9,696.7ha、準備工4,340.4ha）

圃場造成工（11,170.7ha）

集落用地等
整備工事

宅地造成及び住区内道路工（宅地686.3ha、道路27.9km）

防災林整備工（493.7ha）

収益的施設
建設事業

公用公共用住宅工（85戸）、上水道施設工（ 1式）、下水道施設工（ 1式）、
送電配電施設工（ 1式）

非収益的施設
建設事業

学校等建造工（幼稚園652㎡、小学校3,807㎡、中学校3,153㎡、役場1,586㎡）

官公署建造工（公民館1,468㎡、診療所677㎡）

環境整備工（塵埃処理場　 1カ所）

街路築造工（築造27.9km、舗装22.9km）

農業用施設等
建設事業

農家住宅工（580戸）

乾燥調製貯蔵施設工（カントリーエレベーター 6基、ドライストア 2基、貯蔵庫 2棟）

機械格納庫等（第 1～ 4次入植者用82組、第 5次入植者用22組、苗配水施設 1式）

総事業費 155億円

事業工期 昭和40 ～ 51年度（11年間）

たまねぎ、かぼちゃ等の高収益作物

　

61%34%

1%4%
水稲
（主食用）
水稲
（加工用米等）
大豆

その他

地区内作付割合（大潟村）

水稲の作付が約 9割を占めるが、加工用米等も多く、
転作率は 4割に達している。

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　令
和
三
年
七
月
一
日
に
、
秋
田
県
大
潟
村
の
総
合
中
心

街
区
の
南
東
部
に
位
置
す
る
「
旧
秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
」
内
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
た
。

　八
郎
潟
地
区
の
農
業
用
用
排
水
路
等
の
施
設
は
、
昭
和

三
十
二
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
に
か
け
て
国
営
八
郎
潟
干

拓
事
業
等
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
、
水
稲
を
中
心
に
水
田
の

畑
利
用
に
よ
る
大
豆
・
麦
類
に
よ
る
土
地
利
用
型
作
物
を

は
じ
め
、
カ
ボ
チ
ャ
等
の
高
収
益
作
物
と
、
野
菜
等
の
施

設
園
芸
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、
農
業
用
用
排
水
路
等
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
行
、
ま
た
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化

に
よ
り
湛
水
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
も
発
生
、
水
源
の

八
郎
湖
は
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
、
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
、
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
八
郎
湖
の
水
質
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
八
郎
潟
地
区
」
が
着

工
さ
れ
た
。

　今
回
、
当
地
区
の
事
業
内
容
を
取
材
し
た
。
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国
営
干
拓
事
業
等
に
よ
る
施
設
の
整
備

状
況

　
八
郎
潟
は
、東
西
一
二
㎞ 、南
北
二
七
㎞ 、琵
琶
湖
に
次

ぐ
日
本
第
二
の
湖
で
面
積
二
二
〇
㎢
、
水
深
平
均

三
・
〇
m
最
大
四
・
七
m
、
流
域
六
七
〇
㎢
で
、
僅
か
に
船

越
水
道
で
日
本
海
に
連
な
る
「
半
か
ん
湖
」
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
秋
田
市
に
農
林
省
八
郎
潟
干
拓
調
査
事

務
所
が
設
置
さ
れ
、「
食
糧
増
産
五
ヶ
年
計
画
」
の
一
環

と
し
て
八
郎
潟
干
拓
計
画
の
実
現
に
向
け
て
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
教
授
と
フ
ォ
ル

カ
ー
技
師
の
来
日
を
契
機
と
し
て
、
同
年
世
界
銀
行
調
査

団
、
昭
和
三
十
年
F
A
O
調
査
団
が
調
査
し
た
結
果
を
踏

ま
え
、
昭
和
三
十
一
年
農
林
省
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
援
助

を
得
て
「
八
郎
潟
干
拓
事
業
計
画
」
を
完
成
し
、
昭
和

三
十
二
年
に
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
着
工
し
た
。

　
工
事
は
、
昭
和
三
十
三
年
、
西
部
干
拓
堤
防
工
事
を
最

初
に
正
面
堤
防
軟
弱
地
盤
部
で
の
試
験
堤
防
工
事
に
着
手

し
、
徒
歩
の
人
間
も
踏
み
込
め
な
い
軟
弱
地
盤
上
の
築
堤
、

施
工
機
械
の
開
発
、

大
規
模
構
造
物
の

建
設
等
大
き
な
課

題
を
処
理
し
な
が

ら
工
事
を
実
施
し
、

昭
和
三
十
五
年
西

部
干
拓
地
が
竣
工
、

昭
和
三
十
六
年
防

潮
水
門
工
事
、
昭

和
三
十
八
年
中
央
干
拓
、
南
部
、
北
部
の
排
水
機
場
の
竣

工
と
共
に
正
面
堤
防
の
締
切
が
完
了
、
中
央
干
拓
地
の
干

陸
の
た
め
の
排
水
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
「
八

郎
潟
干
陸
・
新
村
設
置
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
初
の
事
業
目
的
は
、
第
一
に
食
糧
増
産
、
第
二
に
遊

休
労
力
の
吸
収
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
農
業
情
勢
の
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
干
拓
で
湖
底
か
ら
出
現
し
た
新
生
の
大

地
に
、『
生
産
性
及
び
所
得
水
準
の
高
い
近
代
的
な
農
業

経
営
を
創
設
し
て
我
が
国
農
業
の
模
範
と
な
る
新
農
村
を

建
設
す
る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
「
八
郎

潟
新
農
村
建
設
事
業
基
本
計
画
」
等
を
策
定
、
同
年
発
足

八
郎
潟
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組

　東
北
支
店

今
井
浩
一

事業位置図
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将来展望国営事業地区の

め
幹
線
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整
備
等
を
行
う
。
併

せ
て
、
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
排
水
の
一
体
的

効
果
的
管
理
を
行
う
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設

す
る
。

　
受
益
面
積
は
一
一
、七
三
三
ha
、
受
益
者
数
は

一
、三
六
六
人
で
あ
る
。
国
営
総
事
業
費
は
約

四
八
八
億
円
の
予
定
で
あ
る
。

⑵
主
要
工
事

①
用
水
取
入
口
（
改
修
）

　
調
整
池
及
び
東
部
承
水
路
か
ら
農
業
用
水
を

取
水
す
る
た
め
、
軟
弱
地
盤
に
建
設
さ
れ
た
堤
防

を
跨
ぐ
よ
う
導
水
す
る
「
サ
イ
ホ
ン
方
式
」
の
取

水
施
設
一
二
箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
部
材
の
経
年
劣
化
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食

の
著
し
い
五
箇
所
に
つ
い
て
内
面
・
外
面
の
部
分

塗
装
（
D
一
、一
〇
〇
〜
七
五
〇
㎜ ）
等
の
改
修
整

備
を
行
う
。

②
幹
線
用
水
路
（
改
修
）

　
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

軟
弱
地
盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
管
水
路
、

二
四
路
線
）
と
し
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
地
盤
の
良
好
な
砂
地
盤
部
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
路
（
開
水
路
、
九
路

線
）
に
改
修
す
る
。

用水取入口（サイホン方式）（内面・外面の部分塗装）

計画概要

1. 受益面積
水田11,654ha、
畑79ha

11,733ha

2. 受益者数 1,366人

3. 主要工事計画

工　　　　種 数　　量

用水取入口（改修） 5箇所

用水路（改修）
　33路線（全線）

93.6km

排水路（改修）
　幹線排水路 2路線、
　支線排水路30路線

11.1km

水管理施設（新設） 1式

4. 国営総事業費 48,800百万円

幹線用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線用水路 
（管水路）

79.7km
24路線、D2,000 ～ 1,100mm（43.2km）、
D1,000 ～ 600mm（27.9km）、D500 ～ 350mm
（8.2km）、管更生（0.4km）

幹線用水路
（開水路）

13.9km
9 路線、B2,800×H1,600mm（L形、4.3km）、
B1,500×H700mm～ B1,000×H700mm（5.8km）、
B900×H700mm～ B500×H500mm（3.8km）

パイプライン（管水路）標準断面 コンクリート水路（開水路）標準断面

有
機
栽
培
、
減
々
栽
培
※
1
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

有
機
栽
培
の
取
組
は
平
成
二
十
七
年
度
七
四
名
、
面
積

四
二
二
ha
と
全
国
で
も
有
数
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
各
種
認
証
取
得
へ
の
取
組
み

　
有
機
栽
培
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
圃
場
の
う
ち
、
約

九
割
が
有
機
J
A
S
認
証
※
2
（
平
成
二
十
九
年
度
面
積

三
三
〇
ha
）、
ま
た
は
秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
※
3

（
平
成
二
十
九
年
度
二
九
四
延
戸
数
面
積
三
三
ha
）、
秋
田

県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
※
4
（
平
成
二
十
九
年
度

一
四
〇
名
）
を
取
得
し
て
い
る
。

⑶
加
工
用
米
・
新
規
需
要
米
の
取
組
み

　
米
の
多
様
な
利
活
用
を
推
進
し
、
新
規
需
要
米
は
、
米

粉
を
利
用
し
た
六
次
産
業
化
な
ど
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
い
、
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
村
内
の
加
工
用
米
集
出
荷

団
体
が
実
需
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
平
成
二
十
二
年

か
ら
生
産
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

⑷
農
産
物
・
加
工
品
の
輸
出
へ
の
取
組
み

　
平
成
二
十
八
年
度
に
大
潟
村
農
産
物
・
加
工
品
輸
出
促

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
・
県
・
J
E
T
R
O
と
連
携

し
、
米
及
び
米
の
加
工
食
品
※
5
を
中
心
に
輸
出
へ
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

※
1

減
々
栽
培
（
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
五

割
以
上
低
減
）

※
2

有
機
J
A
S
認
証
（
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
に
適
合
し
た
生

産
）

※
3

秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
（
通
常
の
栽
培
方
式
に
比
べ
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
一
定
以
上
減
ら
し
て
栽
培
）

※
4

秋
田
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
（
化
学
窒
素
成
分
量
と
化
学
合
成
農

薬
成
分
回
数
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
二
割
以
上
低
減
）

※
5

米
の
加
工
食
品
（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
パ
ス
タ
や
ソ
ー
ス
、
米
粉
ミ
ッ

ク
ス
、
米
粉
皮
餃
子
）

3

当
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
の
現
状
と
課
題

　
本
地
区
は
、
秋
田
県
の
北
西
部
の
南
秋
田
郡
大
潟
村
に

位
置
す
る
約
一
一
、七
三
三
ha
の
水
田
を
中
心
と
し
た
農

業
地
帯
で
あ
る
。
本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
二
級
河

川
馬
場
目
川
及
び
そ
の
支
流
三
種
川
、
西
部
承
水
路
に
依

存
し
、
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
用
排

水
機
場
、
用
水
取
入
口
及
び
用
水
路
に
よ
り
配
水
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
排
水
も
同
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
排
水

機
場
に
よ
り
排
水
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
は
、
国
営
男
鹿
東
部
土
地
改
良
事
業
※
6

に
よ
り
南
部
排
水
機
場
、
北
部
排
水
機
場
、
防
潮
水
門
の

改
修
、
及
び
国
営
馬
場
目
川
下
流
土
地
改
良
事
業
※
7
に

よ
り
浜
口
機
場
、
取
水
口
一
〇
箇
所
の
改
修
が
行
わ
れ
た

が
、
幹
線
用
水
路
、
用
水
取
入
口
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
、
部
材
の
経
年
劣
化
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

欠
損
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食
、
用
水
路
の
不
同
沈
下

が
発
生
す
る
な
ど
、
施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、

農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化
に
よ
り
流
出
量
が
増

加
し
、
湛
水
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
水
源
と
す

る
八
郎
湖
は
、
富
栄
養
化
の
進
行
等
水
質
の
悪
化
に
伴
い

「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
指
定
湖
沼
の

指
定
を
受
け
、
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

※
6

男
鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
工
期
：
平
成
八
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
、

総
事
業
費
：
三
〇
、四
〇
三
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
南
部
排
水
機
場
（
ポ
ン
プ
五
基
）
更
新
・
北
部
排
水
機

場
（
ポ
ン
プ
四
基
）
更
新
・
防
潮
水
門
（
全
幅
三
七
〇
m
）
更
新

※
7

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
整
備
事
業
（
馬
場
目
川
下
流
地
区
）

工
期
：
平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
、

総
事
業
費
：
三
、一
八
〇
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
浜
口
機
場
　
一
式
　
改
修
、
用
水
取
入
口
一
〇
ヶ
所
改

修

4

　事
業
計
画
の
概
要

⑴
概
要

　

　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
回
復
及
び
八
郎
湖
の
水
質

改
善
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
干
拓
堤
防
沿
い

砂
地
盤
部
の
用
水
路
は
開
水
路
と
し
、
そ
の
他
の
軟
弱
地

盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
水
路
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
農
地
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

支線排水路の欠損支線排水路背面土砂の流出

不同沈下によりたわんだ幹線用水路 腐食が進む幹線用水路

施設の老朽化の状況

将来展望国営事業地区の

め
幹
線
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整
備
等
を
行
う
。
併

せ
て
、
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
排
水
の
一
体
的

効
果
的
管
理
を
行
う
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設

す
る
。

　
受
益
面
積
は
一
一
、七
三
三
ha
、
受
益
者
数
は

一
、三
六
六
人
で
あ
る
。
国
営
総
事
業
費
は
約

四
八
八
億
円
の
予
定
で
あ
る
。

⑵
主
要
工
事

①
用
水
取
入
口
（
改
修
）

　
調
整
池
及
び
東
部
承
水
路
か
ら
農
業
用
水
を

取
水
す
る
た
め
、
軟
弱
地
盤
に
建
設
さ
れ
た
堤
防

を
跨
ぐ
よ
う
導
水
す
る
「
サ
イ
ホ
ン
方
式
」
の
取

水
施
設
一
二
箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
部
材
の
経
年
劣
化
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食

の
著
し
い
五
箇
所
に
つ
い
て
内
面
・
外
面
の
部
分

塗
装
（
D
一
、一
〇
〇
〜
七
五
〇
㎜ ）
等
の
改
修
整

備
を
行
う
。

②
幹
線
用
水
路
（
改
修
）

　
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

軟
弱
地
盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
管
水
路
、

二
四
路
線
）
と
し
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
地
盤
の
良
好
な
砂
地
盤
部
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
路
（
開
水
路
、
九
路

線
）
に
改
修
す
る
。

用水取入口（サイホン方式）（内面・外面の部分塗装）

計画概要

1. 受益面積
水田11,654ha、
畑79ha

11,733ha

2. 受益者数 1,366人

3. 主要工事計画

工　　　　種 数　　量

用水取入口（改修） 5箇所

用水路（改修）
　33路線（全線）

93.6km

排水路（改修）
　幹線排水路 2路線、
　支線排水路30路線

11.1km

水管理施設（新設） 1式

4. 国営総事業費 48,800百万円

幹線用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線用水路 
（管水路）

79.7km
24路線、D2,000 ～ 1,100mm（43.2km）、
D1,000 ～ 600mm（27.9km）、D500 ～ 350mm
（8.2km）、管更生（0.4km）

幹線用水路
（開水路）

13.9km
9 路線、B2,800×H1,600mm（L形、4.3km）、
B1,500×H700mm～ B1,000×H700mm（5.8km）、
B900×H700mm～ B500×H500mm（3.8km）

パイプライン（管水路）標準断面 コンクリート水路（開水路）標準断面

有
機
栽
培
、
減
々
栽
培
※
1
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

有
機
栽
培
の
取
組
は
平
成
二
十
七
年
度
七
四
名
、
面
積

四
二
二
ha
と
全
国
で
も
有
数
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
各
種
認
証
取
得
へ
の
取
組
み

　
有
機
栽
培
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
圃
場
の
う
ち
、
約

九
割
が
有
機
J
A
S
認
証
※
2
（
平
成
二
十
九
年
度
面
積

三
三
〇
ha
）、
ま
た
は
秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
※
3

（
平
成
二
十
九
年
度
二
九
四
延
戸
数
面
積
三
三
ha
）、
秋
田

県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
※
4
（
平
成
二
十
九
年
度

一
四
〇
名
）
を
取
得
し
て
い
る
。

⑶
加
工
用
米
・
新
規
需
要
米
の
取
組
み

　
米
の
多
様
な
利
活
用
を
推
進
し
、
新
規
需
要
米
は
、
米

粉
を
利
用
し
た
六
次
産
業
化
な
ど
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
い
、
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
村
内
の
加
工
用
米
集
出
荷

団
体
が
実
需
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
平
成
二
十
二
年

か
ら
生
産
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

⑷
農
産
物
・
加
工
品
の
輸
出
へ
の
取
組
み

　
平
成
二
十
八
年
度
に
大
潟
村
農
産
物
・
加
工
品
輸
出
促

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
・
県
・
J
E
T
R
O
と
連
携

し
、
米
及
び
米
の
加
工
食
品
※
5
を
中
心
に
輸
出
へ
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

※
1

減
々
栽
培
（
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
五

割
以
上
低
減
）

※
2

有
機
J
A
S
認
証
（
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
に
適
合
し
た
生

産
）

※
3

秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
（
通
常
の
栽
培
方
式
に
比
べ
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
一
定
以
上
減
ら
し
て
栽
培
）

※
4

秋
田
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
（
化
学
窒
素
成
分
量
と
化
学
合
成
農

薬
成
分
回
数
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
二
割
以
上
低
減
）

※
5

米
の
加
工
食
品
（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
パ
ス
タ
や
ソ
ー
ス
、
米
粉
ミ
ッ

ク
ス
、
米
粉
皮
餃
子
）

3

当
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
の
現
状
と
課
題

　
本
地
区
は
、
秋
田
県
の
北
西
部
の
南
秋
田
郡
大
潟
村
に

位
置
す
る
約
一
一
、七
三
三
ha
の
水
田
を
中
心
と
し
た
農

業
地
帯
で
あ
る
。
本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
二
級
河

川
馬
場
目
川
及
び
そ
の
支
流
三
種
川
、
西
部
承
水
路
に
依

存
し
、
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
用
排

水
機
場
、
用
水
取
入
口
及
び
用
水
路
に
よ
り
配
水
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
排
水
も
同
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
排
水

機
場
に
よ
り
排
水
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
は
、
国
営
男
鹿
東
部
土
地
改
良
事
業
※
6

に
よ
り
南
部
排
水
機
場
、
北
部
排
水
機
場
、
防
潮
水
門
の

改
修
、
及
び
国
営
馬
場
目
川
下
流
土
地
改
良
事
業
※
7
に

よ
り
浜
口
機
場
、
取
水
口
一
〇
箇
所
の
改
修
が
行
わ
れ
た

が
、
幹
線
用
水
路
、
用
水
取
入
口
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
、
部
材
の
経
年
劣
化
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

欠
損
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食
、
用
水
路
の
不
同
沈
下

が
発
生
す
る
な
ど
、
施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、

農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化
に
よ
り
流
出
量
が
増

加
し
、
湛
水
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
水
源
と
す

る
八
郎
湖
は
、
富
栄
養
化
の
進
行
等
水
質
の
悪
化
に
伴
い

「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
指
定
湖
沼
の

指
定
を
受
け
、
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

※
6

男
鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
工
期
：
平
成
八
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
、

総
事
業
費
：
三
〇
、四
〇
三
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
南
部
排
水
機
場
（
ポ
ン
プ
五
基
）
更
新
・
北
部
排
水
機

場
（
ポ
ン
プ
四
基
）
更
新
・
防
潮
水
門
（
全
幅
三
七
〇
m
）
更
新

※
7

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
整
備
事
業
（
馬
場
目
川
下
流
地
区
）

工
期
：
平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
、

総
事
業
費
：
三
、一
八
〇
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
浜
口
機
場
　
一
式
　
改
修
、
用
水
取
入
口
一
〇
ヶ
所
改

修

4

　事
業
計
画
の
概
要

⑴
概
要

　

　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
回
復
及
び
八
郎
湖
の
水
質

改
善
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
干
拓
堤
防
沿
い

砂
地
盤
部
の
用
水
路
は
開
水
路
と
し
、
そ
の
他
の
軟
弱
地

盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
水
路
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
農
地
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

支線排水路の欠損支線排水路背面土砂の流出

不同沈下によりたわんだ幹線用水路 腐食が進む幹線用水路

施設の老朽化の状況
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将来展望国営事業地区の

め
幹
線
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整
備
等
を
行
う
。
併

せ
て
、
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
排
水
の
一
体
的

効
果
的
管
理
を
行
う
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設

す
る
。

　
受
益
面
積
は
一
一
、七
三
三
ha
、
受
益
者
数
は

一
、三
六
六
人
で
あ
る
。
国
営
総
事
業
費
は
約

四
八
八
億
円
の
予
定
で
あ
る
。

⑵
主
要
工
事

①
用
水
取
入
口
（
改
修
）

　
調
整
池
及
び
東
部
承
水
路
か
ら
農
業
用
水
を

取
水
す
る
た
め
、
軟
弱
地
盤
に
建
設
さ
れ
た
堤
防

を
跨
ぐ
よ
う
導
水
す
る
「
サ
イ
ホ
ン
方
式
」
の
取

水
施
設
一
二
箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
部
材
の
経
年
劣
化
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食

の
著
し
い
五
箇
所
に
つ
い
て
内
面
・
外
面
の
部
分

塗
装
（
D
一
、一
〇
〇
〜
七
五
〇
㎜ ）
等
の
改
修
整

備
を
行
う
。

②
幹
線
用
水
路
（
改
修
）

　
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

軟
弱
地
盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
管
水
路
、

二
四
路
線
）
と
し
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
地
盤
の
良
好
な
砂
地
盤
部
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
路
（
開
水
路
、
九
路

線
）
に
改
修
す
る
。

用水取入口（サイホン方式）（内面・外面の部分塗装）

計画概要

1. 受益面積
水田11,654ha、
畑79ha

11,733ha

2. 受益者数 1,366人

3. 主要工事計画

工　　　　種 数　　量

用水取入口（改修） 5箇所

用水路（改修）
　33路線（全線）

93.6km

排水路（改修）
　幹線排水路 2路線、
　支線排水路30路線

11.1km

水管理施設（新設） 1式

4. 国営総事業費 48,800百万円

幹線用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線用水路 
（管水路）

79.7km
24路線、D2,000 ～ 1,100mm（43.2km）、
D1,000 ～ 600mm（27.9km）、D500 ～ 350mm
（8.2km）、管更生（0.4km）

幹線用水路
（開水路）

13.9km
9 路線、B2,800×H1,600mm（L形、4.3km）、
B1,500×H700mm～ B1,000×H700mm（5.8km）、
B900×H700mm～ B500×H500mm（3.8km）

パイプライン（管水路）標準断面 コンクリート水路（開水路）標準断面

有
機
栽
培
、
減
々
栽
培
※
1
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

有
機
栽
培
の
取
組
は
平
成
二
十
七
年
度
七
四
名
、
面
積

四
二
二
ha
と
全
国
で
も
有
数
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
各
種
認
証
取
得
へ
の
取
組
み

　
有
機
栽
培
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
圃
場
の
う
ち
、
約

九
割
が
有
機
J
A
S
認
証
※
2
（
平
成
二
十
九
年
度
面
積

三
三
〇
ha
）、
ま
た
は
秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
※
3

（
平
成
二
十
九
年
度
二
九
四
延
戸
数
面
積
三
三
ha
）、
秋
田

県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
※
4
（
平
成
二
十
九
年
度

一
四
〇
名
）
を
取
得
し
て
い
る
。

⑶
加
工
用
米
・
新
規
需
要
米
の
取
組
み

　
米
の
多
様
な
利
活
用
を
推
進
し
、
新
規
需
要
米
は
、
米

粉
を
利
用
し
た
六
次
産
業
化
な
ど
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
い
、
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
村
内
の
加
工
用
米
集
出
荷

団
体
が
実
需
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
平
成
二
十
二
年

か
ら
生
産
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

⑷
農
産
物
・
加
工
品
の
輸
出
へ
の
取
組
み

　
平
成
二
十
八
年
度
に
大
潟
村
農
産
物
・
加
工
品
輸
出
促

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
・
県
・
J
E
T
R
O
と
連
携

し
、
米
及
び
米
の
加
工
食
品
※
5
を
中
心
に
輸
出
へ
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

※
1

減
々
栽
培
（
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
五

割
以
上
低
減
）

※
2

有
機
J
A
S
認
証
（
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
に
適
合
し
た
生

産
）

※
3

秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
（
通
常
の
栽
培
方
式
に
比
べ
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
一
定
以
上
減
ら
し
て
栽
培
）

※
4

秋
田
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
（
化
学
窒
素
成
分
量
と
化
学
合
成
農

薬
成
分
回
数
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
二
割
以
上
低
減
）

※
5

米
の
加
工
食
品
（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
パ
ス
タ
や
ソ
ー
ス
、
米
粉
ミ
ッ

ク
ス
、
米
粉
皮
餃
子
）

3

当
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
の
現
状
と
課
題

　
本
地
区
は
、
秋
田
県
の
北
西
部
の
南
秋
田
郡
大
潟
村
に

位
置
す
る
約
一
一
、七
三
三
ha
の
水
田
を
中
心
と
し
た
農

業
地
帯
で
あ
る
。
本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
二
級
河

川
馬
場
目
川
及
び
そ
の
支
流
三
種
川
、
西
部
承
水
路
に
依

存
し
、
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
用
排

水
機
場
、
用
水
取
入
口
及
び
用
水
路
に
よ
り
配
水
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
排
水
も
同
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
排
水

機
場
に
よ
り
排
水
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
は
、
国
営
男
鹿
東
部
土
地
改
良
事
業
※
6

に
よ
り
南
部
排
水
機
場
、
北
部
排
水
機
場
、
防
潮
水
門
の

改
修
、
及
び
国
営
馬
場
目
川
下
流
土
地
改
良
事
業
※
7
に

よ
り
浜
口
機
場
、
取
水
口
一
〇
箇
所
の
改
修
が
行
わ
れ
た

が
、
幹
線
用
水
路
、
用
水
取
入
口
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
、
部
材
の
経
年
劣
化
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

欠
損
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食
、
用
水
路
の
不
同
沈
下

が
発
生
す
る
な
ど
、
施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、

農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化
に
よ
り
流
出
量
が
増

加
し
、
湛
水
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
水
源
と
す

る
八
郎
湖
は
、
富
栄
養
化
の
進
行
等
水
質
の
悪
化
に
伴
い

「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
指
定
湖
沼
の

指
定
を
受
け
、
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

※
6

男
鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
工
期
：
平
成
八
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
、

総
事
業
費
：
三
〇
、四
〇
三
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
南
部
排
水
機
場
（
ポ
ン
プ
五
基
）
更
新
・
北
部
排
水
機

場
（
ポ
ン
プ
四
基
）
更
新
・
防
潮
水
門
（
全
幅
三
七
〇
m
）
更
新

※
7

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
整
備
事
業
（
馬
場
目
川
下
流
地
区
）

工
期
：
平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
、

総
事
業
費
：
三
、一
八
〇
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
浜
口
機
場
　
一
式
　
改
修
、
用
水
取
入
口
一
〇
ヶ
所
改

修

4

　事
業
計
画
の
概
要

⑴
概
要

　

　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
回
復
及
び
八
郎
湖
の
水
質

改
善
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
干
拓
堤
防
沿
い

砂
地
盤
部
の
用
水
路
は
開
水
路
と
し
、
そ
の
他
の
軟
弱
地

盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
水
路
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
農
地
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

支線排水路の欠損支線排水路背面土砂の流出

不同沈下によりたわんだ幹線用水路 腐食が進む幹線用水路

施設の老朽化の状況

将来展望国営事業地区の

め
幹
線
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整
備
等
を
行
う
。
併

せ
て
、
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
排
水
の
一
体
的

効
果
的
管
理
を
行
う
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設

す
る
。

　
受
益
面
積
は
一
一
、七
三
三
ha
、
受
益
者
数
は

一
、三
六
六
人
で
あ
る
。
国
営
総
事
業
費
は
約

四
八
八
億
円
の
予
定
で
あ
る
。

⑵
主
要
工
事

①
用
水
取
入
口
（
改
修
）

　
調
整
池
及
び
東
部
承
水
路
か
ら
農
業
用
水
を

取
水
す
る
た
め
、
軟
弱
地
盤
に
建
設
さ
れ
た
堤
防

を
跨
ぐ
よ
う
導
水
す
る
「
サ
イ
ホ
ン
方
式
」
の
取

水
施
設
一
二
箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
部
材
の
経
年
劣
化
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食

の
著
し
い
五
箇
所
に
つ
い
て
内
面
・
外
面
の
部
分

塗
装
（
D
一
、一
〇
〇
〜
七
五
〇
㎜ ）
等
の
改
修
整

備
を
行
う
。

②
幹
線
用
水
路
（
改
修
）

　
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

軟
弱
地
盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
管
水
路
、

二
四
路
線
）
と
し
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
地
盤
の
良
好
な
砂
地
盤
部
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
水
路
（
開
水
路
、
九
路

線
）
に
改
修
す
る
。

用水取入口（サイホン方式）（内面・外面の部分塗装）

計画概要

1. 受益面積
水田11,654ha、
畑79ha

11,733ha

2. 受益者数 1,366人

3. 主要工事計画

工　　　　種 数　　量

用水取入口（改修） 5箇所

用水路（改修）
　33路線（全線）

93.6km

排水路（改修）
　幹線排水路 2路線、
　支線排水路30路線

11.1km

水管理施設（新設） 1式

4. 国営総事業費 48,800百万円

幹線用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線用水路 
（管水路）

79.7km
24路線、D2,000 ～ 1,100mm（43.2km）、
D1,000 ～ 600mm（27.9km）、D500 ～ 350mm
（8.2km）、管更生（0.4km）

幹線用水路
（開水路）

13.9km
9 路線、B2,800×H1,600mm（L形、4.3km）、
B1,500×H700mm～ B1,000×H700mm（5.8km）、
B900×H700mm～ B500×H500mm（3.8km）

パイプライン（管水路）標準断面 コンクリート水路（開水路）標準断面

有
機
栽
培
、
減
々
栽
培
※
1
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

有
機
栽
培
の
取
組
は
平
成
二
十
七
年
度
七
四
名
、
面
積

四
二
二
ha
と
全
国
で
も
有
数
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
各
種
認
証
取
得
へ
の
取
組
み

　
有
機
栽
培
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
圃
場
の
う
ち
、
約

九
割
が
有
機
J
A
S
認
証
※
2
（
平
成
二
十
九
年
度
面
積

三
三
〇
ha
）、
ま
た
は
秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
※
3

（
平
成
二
十
九
年
度
二
九
四
延
戸
数
面
積
三
三
ha
）、
秋
田

県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
※
4
（
平
成
二
十
九
年
度

一
四
〇
名
）
を
取
得
し
て
い
る
。

⑶
加
工
用
米
・
新
規
需
要
米
の
取
組
み

　
米
の
多
様
な
利
活
用
を
推
進
し
、
新
規
需
要
米
は
、
米

粉
を
利
用
し
た
六
次
産
業
化
な
ど
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
い
、
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
村
内
の
加
工
用
米
集
出
荷

団
体
が
実
需
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
平
成
二
十
二
年

か
ら
生
産
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
。

⑷
農
産
物
・
加
工
品
の
輸
出
へ
の
取
組
み

　
平
成
二
十
八
年
度
に
大
潟
村
農
産
物
・
加
工
品
輸
出
促

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
・
県
・
J
E
T
R
O
と
連
携

し
、
米
及
び
米
の
加
工
食
品
※
5
を
中
心
に
輸
出
へ
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

※
1

減
々
栽
培
（
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
五

割
以
上
低
減
）

※
2

有
機
J
A
S
認
証
（
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
に
適
合
し
た
生

産
）

※
3

秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
（
通
常
の
栽
培
方
式
に
比
べ
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
一
定
以
上
減
ら
し
て
栽
培
）

※
4

秋
田
県
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
（
化
学
窒
素
成
分
量
と
化
学
合
成
農

薬
成
分
回
数
を
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
二
割
以
上
低
減
）

※
5

米
の
加
工
食
品
（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
パ
ス
タ
や
ソ
ー
ス
、
米
粉
ミ
ッ

ク
ス
、
米
粉
皮
餃
子
）

3

当
地
区
の
農
業
生
産
基
盤
の
現
状
と
課
題

　
本
地
区
は
、
秋
田
県
の
北
西
部
の
南
秋
田
郡
大
潟
村
に

位
置
す
る
約
一
一
、七
三
三
ha
の
水
田
を
中
心
と
し
た
農

業
地
帯
で
あ
る
。
本
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
二
級
河

川
馬
場
目
川
及
び
そ
の
支
流
三
種
川
、
西
部
承
水
路
に
依

存
し
、
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
用
排

水
機
場
、
用
水
取
入
口
及
び
用
水
路
に
よ
り
配
水
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
排
水
も
同
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
排
水

機
場
に
よ
り
排
水
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
施
設
は
、
国
営
男
鹿
東
部
土
地
改
良
事
業
※
6

に
よ
り
南
部
排
水
機
場
、
北
部
排
水
機
場
、
防
潮
水
門
の

改
修
、
及
び
国
営
馬
場
目
川
下
流
土
地
改
良
事
業
※
7
に

よ
り
浜
口
機
場
、
取
水
口
一
〇
箇
所
の
改
修
が
行
わ
れ
た

が
、
幹
線
用
水
路
、
用
水
取
入
口
は
造
成
後
約
五
〇
年
が

経
過
し
、
部
材
の
経
年
劣
化
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

欠
損
、
鋼
構
造
物
の
孔
食
や
腐
食
、
用
水
路
の
不
同
沈
下

が
発
生
す
る
な
ど
、
施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、

農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
降
雨
形
態
の
変
化
に
よ
り
流
出
量
が
増

加
し
、
湛
水
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
水
源
と
す

る
八
郎
湖
は
、
富
栄
養
化
の
進
行
等
水
質
の
悪
化
に
伴
い

「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
指
定
湖
沼
の

指
定
を
受
け
、
地
域
全
体
で
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

※
6

男
鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
工
期
：
平
成
八
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
、

総
事
業
費
：
三
〇
、四
〇
三
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
南
部
排
水
機
場
（
ポ
ン
プ
五
基
）
更
新
・
北
部
排
水
機

場
（
ポ
ン
プ
四
基
）
更
新
・
防
潮
水
門
（
全
幅
三
七
〇
m
）
更
新

※
7

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
整
備
事
業
（
馬
場
目
川
下
流
地
区
）

工
期
：
平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
、

総
事
業
費
：
三
、一
八
〇
百
万
円

　
　
　
主
要
工
事
：
浜
口
機
場
　
一
式
　
改
修
、
用
水
取
入
口
一
〇
ヶ
所
改

修

4

　事
業
計
画
の
概
要

⑴
概
要

　

　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
回
復
及
び
八
郎
湖
の
水
質

改
善
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
干
拓
堤
防
沿
い

砂
地
盤
部
の
用
水
路
は
開
水
路
と
し
、
そ
の
他
の
軟
弱
地

盤
部
は
不
同
沈
下
に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
水
路
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
農
地
の
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

支線排水路の欠損支線排水路背面土砂の流出

不同沈下によりたわんだ幹線用水路 腐食が進む幹線用水路

施設の老朽化の状況
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将来展望国営事業地区の

質
の
削
減
が
可
能
と
な
る
。更
に
、幹
支
線
排
水
路
の
拡
幅
、

改
修
に
よ
り
農
地
の
湛
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
事
業
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
や
ほ

場
の
汎
用
化
を
図
る
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
や
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
の
一
層
の
取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
た
ま
ね
ぎ
等
高
収
益
作
物
の

作
付
け
一
、〇
〇
〇
ha
以
上
を
目
標
と
す
る
生
産
拡
大
や

産
地
化
を
目
指
す
複
合
経
営
な
ど
多
様
な
農
業
形
態
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
条
件
が
整
い
、
大
潟
村
が
理
想
と
す
る

新
し
い
農
業
が
実
現
し
、
未
来
の
秋
田
県
農
業
の
モ
デ
ル

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

【
参
考
資
料
】

八
郎
潟
干
拓
事
業
誌
　
昭
和
四
十
四
年
九
月
　
編
集
・
発
行
　
八
郎
潟
干
拓

事
務
所

八
郎
潟
新
農
村
建
設
事
業
誌
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
　
編
集
　
農
林
水
産
省

構
造
改
善
局
発
行
（
社
）
農
業
土
木
学
会

二
〇
一
八
大
潟
村
　
農
業
の
紹
介
　
平
成
三
十
年
四
月
　
編
集
・
発
行
　
大

潟
村

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
推
進
事
業
）
八
郎
潟

地
区
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
八
郎
潟
地
区
事
業
計
画

の
あ
ら
ま
し
」
令
和
三
年
三
月

わ
が
マ
チ
・
わ
が
ム
ラ─

市
町
村
の
姿─

　
令
和
三
年
三
月
　
農
林
水
産

省水
土
里
ネ
ッ
ト
大
潟
　№

111

　
平
成
三
十
年
十
二
月
　
編
集
・
発
行
大

潟
土
地
改
良
区

早期の改修を待ち望む地元の声

　
大
潟
村
は
秋
田
市
の
北
方
約
二
〇
㎞ の
沿
岸
部
に
位
置
し
、

昭
和
三
十
二
〜
五
十
一
年
度
の
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
潮
水
門
と
排
水
機
場
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
り
機
能
低
下
し
、
国
営
男

鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
用
排
水
路

は
補
修
・
補
強
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
改
修
に
は
至
ら
ず
、特
に

幹
線
用
水
路
の
大
部
分
を
占
め
る
鋼
製
コ
ル
ゲ
ー
ト
フ
リ
ュ
ー

ム
は
、
酸
性
硫
酸
塩
土
壌
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る「
腐
食
」

と
、N
値
ゼ
ロ
の
軟
弱
地
盤
に
お
け
る「
不
同
沈
下
」で
、漏
水
や

溢
水
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幹
線
用
水
路
は
毎
年

七
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
ヵ
所
の
補
修
を
必
要
と
し
、
土
地
改
良
区

は
年
中
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
郎
湖
は
平
成

十
九
年
に
は
湖
沼
水
質
保
全
特
別
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
湖
沼

に
指
定
さ
れ
、水
質
保
全
対
策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、水
質
保
全
、タ
マ
ネ

ギ
等
の
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
、洪
水
被
害
の
軽
減
、耐
震
性

の
向
上
、
維
持
管
理
の
軽
減
な
ど
多
く
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

令
和
三
年
度
に
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業（
国
営
流
域
水
質
保

全
機
能
増
進
事
業
）が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
の

地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
か
ら
着
工
に
至
る
ま
で
の
一
〇
年
間
、

農
林
水
産
省
を
初
め
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご
努
力
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
完
了
ま
で
は
長
い
道
程
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
八
郎
潟
の
干
拓
工
事
で
は
、
軟
弱
地
盤
に
相
当
苦
し
め
ら
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良
建
設
協
会
会
員
皆
様
の
優

れ
た
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、困
難
を
乗
り
越
え
、工
事
が
優
良

で
円
滑
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今野　諭 氏
大潟土地改良区

理事長

③
幹
線
排
水
路
等
（
改
修
）

•
幹
線
排
水
路
　

　
雨
水
の
貯
留
効
果
を
増
加
さ
せ
、
農
地
の
湛
水
被
害
及

び
維
持
管
理
費
の
低
減
を
図
る
た
め
、
中
央
幹
線
排
水
路

の
南
部
及
び
北
部
排
水
機
場
側
の
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整

備
を
行
う
。

•
支
線
排
水
路
　

　
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
に
お
け
る
水
質
保

全
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
代
か
き
後
の
濁
水
（
窒
素
、
り

ん
が
吸
着
し
た
浮
遊
土
砂
）
の
八
郎
湖
へ
の
流
出
を
低
減

さ
せ
る
た
め
、
支
線
排
水
路
末
端
部
に
沈
砂
池
（
二
一
箇

所
）
を
造
成
す
る
。

④
水
管
理
施
設
（
新
設
）

　
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に

伴
い
、用
排
水
の
一
体
的
効
果
的
管
理
を
行
い
、手
動
操
作

か
ら
遠
方
監
視
に
よ
る
機
械
操
作
に
変
更
し
、
用
水
管
理

の
省
力
化
効
率
化
を
図
る
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設
す
る
。

⑤
関
連
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　
地
区
内
の
小
用
水
路
に
つ
い
て
、
改
修
が
必
要
な
用
水

ブ
ロ
ッ
ク
（
二
割
程
度
）
を
関
連
事
業
に
位
置
付
け
し
、

県
営
事
業
に
よ
る
実
施
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
）
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
小
用
水
路
に
つ
い
て
も
、

施
設
の
老
朽
化
等
の
状
況
と
関
係
機
関
の
状
況
を
踏
ま
え

た
段
階
的
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

5

事
業
へ
の
期
待
や
効
果

　
本
事
業
に
よ
る
幹
線
用
水
路
改
修
は
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
砂
地
盤
部
は
開
水
路
、
そ
の
他
の
軟
弱
地
盤
部
は
沈
下

に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
改
修

（
全
体
の
約
八
〇
％
）
さ
れ
、
改
修
が

必
要
な
用
水
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
〇
％
程

度
）
を
関
連
事
業
に
位
置
づ
け
し
、
県

営
事
業
に
よ
る
実
施
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の

小
用
水
路
に
つ
い
て
も
施
設
の
老
朽

化
等
の
状
況
と
関
係
機
関
の
状
況
を

踏
ま
え
た
段
階
的
整
備
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
地
区
内
の

用
水
路
は
需
要
主
導
型
と
な
り
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
に
加
え
、
節
水
か
ん

が
い
を
行
う
こ
と
よ
り
水
質
負
荷
物

幹線排水路等改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線排水路 7.7km

2 路線、中央幹線排水路（南部
排水機場側拡幅・2.1km、北部排
水機場側拡幅・2.4km）、北部排
水路（護岸工・3.2km）

支線排水路 3.4km
30路線、A1支線排水路（改修・
2.1km）、沈砂池造成21箇所

関連事業小用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

小用水路 104km
6 用水ブロック（A1-1、A1-3、
A1-4、B2-1、F2、H2）

沈砂池のイメージ

中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（南部排水機場側）

中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（北部排水機場側）

将来展望国営事業地区の

質
の
削
減
が
可
能
と
な
る
。更
に
、幹
支
線
排
水
路
の
拡
幅
、

改
修
に
よ
り
農
地
の
湛
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
事
業
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
や
ほ

場
の
汎
用
化
を
図
る
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
や
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
の
一
層
の
取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
た
ま
ね
ぎ
等
高
収
益
作
物
の

作
付
け
一
、〇
〇
〇
ha
以
上
を
目
標
と
す
る
生
産
拡
大
や

産
地
化
を
目
指
す
複
合
経
営
な
ど
多
様
な
農
業
形
態
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
条
件
が
整
い
、
大
潟
村
が
理
想
と
す
る

新
し
い
農
業
が
実
現
し
、
未
来
の
秋
田
県
農
業
の
モ
デ
ル

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

【
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資
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】

八
郎
潟
干
拓
事
業
誌
　
昭
和
四
十
四
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九
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・
発
行
　
八
郎
潟
干
拓

事
務
所

八
郎
潟
新
農
村
建
設
事
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誌
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
　
編
集
　
農
林
水
産
省

構
造
改
善
局
発
行
（
社
）
農
業
土
木
学
会

二
〇
一
八
大
潟
村
　
農
業
の
紹
介
　
平
成
三
十
年
四
月
　
編
集
・
発
行
　
大

潟
村

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
推
進
事
業
）
八
郎
潟

地
区
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
八
郎
潟
地
区
事
業
計
画

の
あ
ら
ま
し
」
令
和
三
年
三
月

わ
が
マ
チ
・
わ
が
ム
ラ─

市
町
村
の
姿─

　
令
和
三
年
三
月
　
農
林
水
産

省水
土
里
ネ
ッ
ト
大
潟
　№

111

　
平
成
三
十
年
十
二
月
　
編
集
・
発
行
大

潟
土
地
改
良
区

早期の改修を待ち望む地元の声

　
大
潟
村
は
秋
田
市
の
北
方
約
二
〇
㎞ の
沿
岸
部
に
位
置
し
、

昭
和
三
十
二
〜
五
十
一
年
度
の
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
潮
水
門
と
排
水
機
場
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
り
機
能
低
下
し
、
国
営
男

鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
用
排
水
路

は
補
修
・
補
強
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
改
修
に
は
至
ら
ず
、特
に

幹
線
用
水
路
の
大
部
分
を
占
め
る
鋼
製
コ
ル
ゲ
ー
ト
フ
リ
ュ
ー

ム
は
、
酸
性
硫
酸
塩
土
壌
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る「
腐
食
」

と
、N
値
ゼ
ロ
の
軟
弱
地
盤
に
お
け
る「
不
同
沈
下
」で
、漏
水
や

溢
水
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幹
線
用
水
路
は
毎
年

七
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
ヵ
所
の
補
修
を
必
要
と
し
、
土
地
改
良
区

は
年
中
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
郎
湖
は
平
成

十
九
年
に
は
湖
沼
水
質
保
全
特
別
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
湖
沼

に
指
定
さ
れ
、水
質
保
全
対
策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、水
質
保
全
、タ
マ
ネ

ギ
等
の
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
、洪
水
被
害
の
軽
減
、耐
震
性

の
向
上
、
維
持
管
理
の
軽
減
な
ど
多
く
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

令
和
三
年
度
に
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業（
国
営
流
域
水
質
保

全
機
能
増
進
事
業
）が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
の

地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
か
ら
着
工
に
至
る
ま
で
の
一
〇
年
間
、

農
林
水
産
省
を
初
め
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご
努
力
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
完
了
ま
で
は
長
い
道
程
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
八
郎
潟
の
干
拓
工
事
で
は
、
軟
弱
地
盤
に
相
当
苦
し
め
ら
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良
建
設
協
会
会
員
皆
様
の
優

れ
た
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、困
難
を
乗
り
越
え
、工
事
が
優
良

で
円
滑
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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遊
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砂
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の
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の
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を
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る
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、
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路
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部
に
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（
二
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を
造
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の
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の
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的
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果
的
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を
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、手
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操
作

か
ら
遠
方
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視
に
よ
る
機
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作
に
変
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し
、
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管
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の
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力
化
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を
図
る
た
め
水
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を
新
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す
る
。
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関
連
事
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の
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に
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内
の
小
用
水
路
に
つ
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て
、
改
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が
必
要
な
用
水

ブ
ロ
ッ
ク
（
二
割
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度
）
を
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連
事
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に
位
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付
け
し
、
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営
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に
よ
る
実
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（
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イ
プ
ラ
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ン
化
）
が
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画
さ
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て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
小
用
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路
に
つ
い
て
も
、
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設
の
老
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化
等
の
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と
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係
機
関
の
状
況
を
踏
ま
え

た
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的
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備
が
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さ
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て
い
る
。
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た
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こ
れ
ら
の
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備
に
よ
り
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内
の

用
水
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は
需
要
主
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型
と
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り
、
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業
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の
安
定
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に
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え
、
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と
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幹線排水路等改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線排水路 7.7km

2 路線、中央幹線排水路（南部
排水機場側拡幅・2.1km、北部排
水機場側拡幅・2.4km）、北部排
水路（護岸工・3.2km）

支線排水路 3.4km
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45土地改良　315号　2021.10 ●



将来展望国営事業地区の
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工種名 数　量 内　訳

幹線排水路 7.7km

2 路線、中央幹線排水路（南部
排水機場側拡幅・2.1km、北部排
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水路（護岸工・3.2km）
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中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（南部排水機場側）

中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（北部排水機場側）

将来展望国営事業地区の

質
の
削
減
が
可
能
と
な
る
。更
に
、幹
支
線
排
水
路
の
拡
幅
、

改
修
に
よ
り
農
地
の
湛
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
事
業
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
や
ほ

場
の
汎
用
化
を
図
る
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
や
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
の
一
層
の
取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
た
ま
ね
ぎ
等
高
収
益
作
物
の

作
付
け
一
、〇
〇
〇
ha
以
上
を
目
標
と
す
る
生
産
拡
大
や

産
地
化
を
目
指
す
複
合
経
営
な
ど
多
様
な
農
業
形
態
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
条
件
が
整
い
、
大
潟
村
が
理
想
と
す
る

新
し
い
農
業
が
実
現
し
、
未
来
の
秋
田
県
農
業
の
モ
デ
ル

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

【
参
考
資
料
】

八
郎
潟
干
拓
事
業
誌
　
昭
和
四
十
四
年
九
月
　
編
集
・
発
行
　
八
郎
潟
干
拓

事
務
所

八
郎
潟
新
農
村
建
設
事
業
誌
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
　
編
集
　
農
林
水
産
省

構
造
改
善
局
発
行
（
社
）
農
業
土
木
学
会

二
〇
一
八
大
潟
村
　
農
業
の
紹
介
　
平
成
三
十
年
四
月
　
編
集
・
発
行
　
大

潟
村

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
推
進
事
業
）
八
郎
潟

地
区
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
八
郎
潟
地
区
事
業
計
画

の
あ
ら
ま
し
」
令
和
三
年
三
月

わ
が
マ
チ
・
わ
が
ム
ラ─

市
町
村
の
姿─

　
令
和
三
年
三
月
　
農
林
水
産

省水
土
里
ネ
ッ
ト
大
潟
　№

111

　
平
成
三
十
年
十
二
月
　
編
集
・
発
行
大

潟
土
地
改
良
区

早期の改修を待ち望む地元の声

　
大
潟
村
は
秋
田
市
の
北
方
約
二
〇
㎞ の
沿
岸
部
に
位
置
し
、

昭
和
三
十
二
〜
五
十
一
年
度
の
国
営
八
郎
潟
干
拓
事
業
に
よ
り

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
潮
水
門
と
排
水
機
場
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
り
機
能
低
下
し
、
国
営
男

鹿
東
部
農
地
防
災
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
用
排
水
路

は
補
修
・
補
強
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
改
修
に
は
至
ら
ず
、特
に

幹
線
用
水
路
の
大
部
分
を
占
め
る
鋼
製
コ
ル
ゲ
ー
ト
フ
リ
ュ
ー

ム
は
、
酸
性
硫
酸
塩
土
壌
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る「
腐
食
」

と
、N
値
ゼ
ロ
の
軟
弱
地
盤
に
お
け
る「
不
同
沈
下
」で
、漏
水
や

溢
水
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幹
線
用
水
路
は
毎
年

七
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
ヵ
所
の
補
修
を
必
要
と
し
、
土
地
改
良
区

は
年
中
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
郎
湖
は
平
成

十
九
年
に
は
湖
沼
水
質
保
全
特
別
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
湖
沼

に
指
定
さ
れ
、水
質
保
全
対
策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、水
質
保
全
、タ
マ
ネ

ギ
等
の
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
、洪
水
被
害
の
軽
減
、耐
震
性

の
向
上
、
維
持
管
理
の
軽
減
な
ど
多
く
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

令
和
三
年
度
に
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業（
国
営
流
域
水
質
保

全
機
能
増
進
事
業
）が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
の

地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
か
ら
着
工
に
至
る
ま
で
の
一
〇
年
間
、

農
林
水
産
省
を
初
め
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
・
ご
努
力
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
完
了
ま
で
は
長
い
道
程
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
八
郎
潟
の
干
拓
工
事
で
は
、
軟
弱
地
盤
に
相
当
苦
し
め
ら
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良
建
設
協
会
会
員
皆
様
の
優

れ
た
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、困
難
を
乗
り
越
え
、工
事
が
優
良

で
円
滑
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今野　諭 氏
大潟土地改良区

理事長

③
幹
線
排
水
路
等
（
改
修
）

•
幹
線
排
水
路
　

　
雨
水
の
貯
留
効
果
を
増
加
さ
せ
、
農
地
の
湛
水
被
害
及

び
維
持
管
理
費
の
低
減
を
図
る
た
め
、
中
央
幹
線
排
水
路

の
南
部
及
び
北
部
排
水
機
場
側
の
排
水
路
等
の
拡
幅
・
整

備
を
行
う
。

•
支
線
排
水
路
　

　
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
に
お
け
る
水
質
保

全
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
代
か
き
後
の
濁
水
（
窒
素
、
り

ん
が
吸
着
し
た
浮
遊
土
砂
）
の
八
郎
湖
へ
の
流
出
を
低
減

さ
せ
る
た
め
、
支
線
排
水
路
末
端
部
に
沈
砂
池
（
二
一
箇

所
）
を
造
成
す
る
。

④
水
管
理
施
設
（
新
設
）

　
用
水
取
入
口
の
改
修
と
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に

伴
い
、用
排
水
の
一
体
的
効
果
的
管
理
を
行
い
、手
動
操
作

か
ら
遠
方
監
視
に
よ
る
機
械
操
作
に
変
更
し
、
用
水
管
理

の
省
力
化
効
率
化
を
図
る
た
め
水
管
理
施
設
を
新
設
す
る
。

⑤
関
連
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　
地
区
内
の
小
用
水
路
に
つ
い
て
、
改
修
が
必
要
な
用
水

ブ
ロ
ッ
ク
（
二
割
程
度
）
を
関
連
事
業
に
位
置
付
け
し
、

県
営
事
業
に
よ
る
実
施
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
）
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
小
用
水
路
に
つ
い
て
も
、

施
設
の
老
朽
化
等
の
状
況
と
関
係
機
関
の
状
況
を
踏
ま
え

た
段
階
的
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

5

事
業
へ
の
期
待
や
効
果

　
本
事
業
に
よ
る
幹
線
用
水
路
改
修
は
、
干
拓
堤
防
沿
い

の
砂
地
盤
部
は
開
水
路
、
そ
の
他
の
軟
弱
地
盤
部
は
沈
下

に
追
随
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
改
修

（
全
体
の
約
八
〇
％
）
さ
れ
、
改
修
が

必
要
な
用
水
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
〇
％
程

度
）
を
関
連
事
業
に
位
置
づ
け
し
、
県

営
事
業
に
よ
る
実
施
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の

小
用
水
路
に
つ
い
て
も
施
設
の
老
朽

化
等
の
状
況
と
関
係
機
関
の
状
況
を

踏
ま
え
た
段
階
的
整
備
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
地
区
内
の

用
水
路
は
需
要
主
導
型
と
な
り
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
に
加
え
、
節
水
か
ん

が
い
を
行
う
こ
と
よ
り
水
質
負
荷
物

幹線排水路等改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

幹線排水路 7.7km

2 路線、中央幹線排水路（南部
排水機場側拡幅・2.1km、北部排
水機場側拡幅・2.4km）、北部排
水路（護岸工・3.2km）

支線排水路 3.4km
30路線、A1支線排水路（改修・
2.1km）、沈砂池造成21箇所

関連事業小用水路改修の事業量

工種名 数　量 内　訳

小用水路 104km
6 用水ブロック（A1-1、A1-3、
A1-4、B2-1、F2、H2）

沈砂池のイメージ

中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（南部排水機場側）

中央幹線排水路整備イメージ（拡幅）（北部排水機場側）
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